
茨城大学・全学教育機構・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１２１０１

基盤研究(C)（一般）

2023～2017

日本社会における外国人と日本人の異文化相互理解に関する質的実証研究

A Qualitative Study on Attitudes toward Multicultural Conviviality among 
Foreigners and Japanese in the Japanese Society

８０３６１２８６研究者番号：

安　龍洙（An, Yongsu）

研究期間：

１７Ｋ０２８３８

年 月 日現在  ６   ５ ２５

円     3,300,000

研究成果の概要（和文）：本研究では、日本人と外国人双方の異文化理解について質的に検証した。外国人につ
いては、留学生の留学観からみた異文化理解、留学生の異文化理解、サブカルチャーからみた異文化理解、アル
バイトからみた異文化理解、オンライン授業を通しての異文化理解、COVID-19感染拡大下の異文化理解について
調べ、それぞれ論文発表をした。日本人については、海外留学観、外国のサブカルチャーからみた異文化理解、
COVID-19感染拡大下の異文化理解について調べ、それぞれ論文発表をした。このように、外国人と日本人双方の
異文化理解について質的に多角的に捉え、異文化相互理解の一端を解明することができた。

研究成果の概要（英文）：This study examined qualitatively the cross-cultural understanding of both 
Japanese citizens and foreigners. In the foreigner group cross-cultural understanding of study 
abroad as such, as well as cross-cultural understanding in foreign students, cross-cultural 
understanding of subculture, cross-cultural understanding of part-time jobs, cross-cultural 
understanding through online classes, and cross-cultural understanding under the spread of COVID-19 
infection were examined and published as separate papers. In the case of Japanese students, their 
perspectives on studying abroad, cross-cultural understanding of foreign subcultures, and 
cross-cultural understanding under the spread of COVID-19 infection were examined and described in 
separate papers.. In this way, we were able to gain a qualitative and multifaceted view of 
cross-cultural understanding of both foreigners and Japanese, and to elucidate some aspects of 
mutual cross-cultural understanding.

研究分野：日本語教育

キーワード： 外国人　日本人　日本社会　異文化観　異文化理解　認知的・情意的観点　PAC分析　質的研究
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、外国人と日本人双方の異文化理解について質的に多角的に捉え、異文化相互理解の一端を解明する
ことができた。本研究で採用したPAC分析は、被験者が自由に自発的に項目を作り出し、それに基づいて自らが
反応するため、個々の被験者の内面世界について認知的・情意的観点から捉えることができる。そのため、研究
成果は、「個人」「学校」「地域」における効果的なグローバル人材育成のための異文化理解教育内容の設計と
改善に具体的かつ実践的な示唆を与え、異文化コミュニケーション・トレーニング実践のための基礎資料として
活用できると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 

１．研究開始当初の背景 

日本では外国人労働者の受け入れが年々増加しており、日本政府は外国人留学生の日

本国内の就職率を現在の 3割から今後 5割まで引き上げる方針を打ち出している。その

ため、今後も日本に在住する外国人が増加することが予想されており、日本社会におけ

る日本人と外国人との異文化相互理解の重要性がますます高まっている。このような状

況下で、異文化間教育の観点から日本人・外国人双方の相互理解の深層構造を探り「多

文化共生社会」に関わる諸問題を複眼的に検証することは喫緊の課題である。 

筆者はかつて留学生として日本の大学で学び、現在は留学生担当教員として指導に当

たっている。筆者自身の日本における異文化体験と留学生担当教員としての指導経験か

ら「日本社会における外国人と日本人の異文化相互理解の実態と問題点」について強い

関心を持っている。また、筆者の日本在住経験を異文化理解の観点から「日本社会」の

異文化理解には共通した順序性や規則性が存在することに気づかされ、外国人・日本人

個々人の相互理解の実態を質的に検証することは双方の異文化教育、ひいては日本の多

文化共生社会の実現に資すると確信するに至った。 

２．研究の目的 

本研究では日本社会における「外国人」と「日本人」の異文化相互理解の実態とその

特徴について認知的・情意的な観点から質的に検証し、外国人と日本人の相互理解のあ

り方について検討する。それによって「個人」「学校」「地域」における異文化コミュニ

ケーション・トレーニング実践のための基礎資料を提供することを目的とする。 
３．研究の方法 

本研究では、過去 2 件の科研費研究（課題番号：「20520456」「24520566」）の研究成

果を踏まえながら、「日本人と外国人がともに暮らす日本社会」に焦点を当て、両者の

異文化相互理解の実態と問題点について PAC 分析を用いて質的に検討する。本研究で採

用する PAC 分析は、内藤（2002）が開発したもので、１）当該テーマに関する自由連想、

２）連想項目間の類似度距離行列によるクラスター分析、３）被験者によるクラスター

構造の解釈、を通じて個人別に態度構造を分析する方法である。つまり、PAC 分析は被

験者が自由に自発的に項目を作り出し、それに基づいて自らが反応するため、被験者の

自発性・自律性が最大限尊重され、個々の被験者の内面世界について認知的・情意的観

点から捉えることができる。 

４．研究成果 

本研究では、日本人と外国人双方の異文化理解について質的に検証した。外国人につ

いては、（１）日本留学観からみた異文化理解、（２）交換留学生の異文化理解、（３）

サブカルチャーを通しての異文化理解、（４）アルバイトからみた異文化理解、（５）オ

ンライン授業及びオンライン研修を通しての異文化理解、（６）COVID-19 感染拡大下に

おける異文化理解についてそれぞれ質的に検討した。日本人については、（１）海外留

学観からみた異文化理解、（２）外国のサブカルチャーを通しての異文化理解、（３）外

国観からみた異文化理解、（４）オンライン授業及びオンライン研修を通しての異文化

理解、（５）COVID-19 感染拡大下における日本人の異文化理解についてそれぞれ質的に

検討した。 

４-１．日本社会における外国人の異文化理解 



（１）日本留学観からみた異文化理解 

日本留学観からみた異文化理解では、東欧出身短期留学生は、日本人学生は外国人と

の交流に消極的だが、外国人に親切で困った時には助けてくれるという複雑な異文化観

を有していることが分かった。韓国人を対象にした留学観の縦断調査では、来日前に抱

いていた自然災害、異文化環境への適応問題、言葉や文化の違いによる不安等が来日後

に解消されていく様子が窺えた。中国人短期留学生は、本音を言わない日本人、親切で

優しい日本人等の先行研究と同様の異文化観を有していることが分かった。 

（２）交換留学生の異文化理解 

交換留学生の異文化理解では、英語圏交換留学生は、日本社会での共生を模索してい

ることが示唆された。中国人交換留学生は日本留学前はステレオタイプ的な日本像を持

っていた者もいるが、「日本人を理解する」という部分で重複する部分が多く、また理

解度によっていくつかの段階があることが示された。韓国人交換留学生は日本社会につ

いては「ルールが守られている社会」、「安心できる社会」、日本人については「親切で

優しい人」、「個人行動を好む人」として捉えていることが分かった。東南アジア出身交

換留学生は「日本は上下関係が厳しい」「日本人は時間に厳しい」等の先行研究と共通

する点が見られたほか、「アルバイト先で日本語を笑われ嫌な思いをした」のように個

人的体験に基づく異文化観が見られた。日本在住留学生は、個々の留学生が抱える異文

化適応に関する問題に対し、先行研究の枠組みではカバーしきれない個別の問題を可視

化できることが示された。 

（３）サブカルチャーを通しての異文化理解 

サブカルチャーを通しての異文化理解では、東南アジア出身留学生はサブカルチャー

をアニメ・マンガに代表される若者文化からだけではなく、伝統文化や日常の習慣まで

を含めた広い視野から捉えていることが分かった。中国出身留学生は日本のサブカルチ

ャーと若者文化を同類のものとして捉え、サブカルチャー・若者文化から流行が産み出

されると考えており、サブカルチャーの中でも特に漫画やアニメが日本語学習や日本留

学の動機になっていることが示唆された。欧米出身留学生は、日本のサブカルチャーは

欧米文化とは異なるユニークさを持っており、全体的にポジティブな印象を持っている

ことが分かった。 

（４）アルバイトからみた異文化理解 

アルバイトからみた異文化理解では、インドネシア出身留学生は日本人に対して「優

しい」というイメージを持っている反面、日本人に見た目で判断され好奇の目で見られ

ることへの嫌悪感を抱いている態度構造が見られ、アルバイトを通して両国の違いや日

本社会への理解を深めるきっかけになったことが窺えた。東南アジア交換留学生は日本

語に対する不安を感じており、働くという経験を通して厳しさや忙しさを知ったことや

アルバイト体験を「いい経験」として捉えていることが分かった。韓国人留学生は日本

人は周りの雰囲気を重視し上司の指示通りに仕事をしていることや日本人の仕事が遅

いことに対してはネガティブな評価をしており、日本人の仕事に対するイメージは実体

験に基づいているものが多く、マスメディア、インターネット、他人から聞いた話に基

づくものも見られた。 

（５）オンライン授業及びオンライン研修を通しての異文化理解 

オンライン授業及びオンライン研修を通しての異文化理解では、日本在住の中国人留

学生は「礼儀正しい日本人」、「決まりを忠実に守る日本人」、「親切で優しい日本人」、



「自己主張をせず曖昧な行動を取る日本人」、「アニメの国」、「清潔で綺麗好きな日本人」

等、先行研究と類似した対日観が見られた。 

（６）COVID-19 感染拡大下における異文化理解 

COVID-19 感染拡大下における異文化理解では、行動制限下での留学生に対するサポ

ート体制の構築は数年単位で考えていくべき課題であることや感染拡大下において各

自ができる範囲で対処しながら生活を送ろうとしている様子が窺えた。本国でオンライ

ン授業を受けている交換留学生は、メディアや授業などからの情報、現地での日本人と

の限られた交流が対日観を形成する主な要因であることが示され、日本で学習・研究と

日常生活を送った留学生の対日観とは対照的であることが示された。 

４-２．日本人の異文化理解 

（１）海外留学観からみた異文化理解 

韓国留学中の日本人学生は留学当初の 1 回目の調査では、「人と人との距離が近い」

「一人で行動（ご飯）しにくい」「酒文化」という項目が共通して挙げられ、「人と人と

の距離が近い」に関しては、驚くがプラスに捉え、「一人で行動（ご飯）しにくい」「酒

文化」に関してはマイナスに捉えていた。留学中の 2回目の調査では、特に「韓国に慣

れた」という特徴が強く窺えたが、帰国直前に行った 3回目の調査では、2回目からあ

まり変化がなく、韓国に慣れて日韓の違いを意識しなくなったことが示された。日本人

交換留学生は、留学により留学先の国民性を具体的にイメージするようになり、留学に

より留学生自身の視野の拡大や思考の深化が見られ、より客観的な自己分析ができるよ

うになることが示唆された。 

（２）外国のサブカルチャーを通しての異文化理解 

日本人韓国留学生の韓国のサブカルチャーを通しての異文化理解では、1回目の調査

では、「K-pop」、「美容」「韓国コスメ」「カフェ」「お酒」が共通して挙げられ、これらほ

ぼ全てがプラスに捉えられていた。帰国直前に行った 2回目の調査では、K-pop や音楽

番組に関するイメージが、留学生活を通して追加及び強化される傾向があることが窺え

た。 

（３）外国観からみた異文化理解 

日本人交換留学生の韓国観からみた異文化理解では、共通したイメージとして、「学

歴社会」「上下関係が厳しい」といったイメージや、「軍隊」「兵役」等の日本にはない

制度に対するイメージなどが挙げられた。また、これらのイメージは渡韓前に持ってい

たものが多いが、留学中の体験を通してイメージが強化されたケースや、韓国での生活

を通して新しく生まれたイメージがあることが分かった。韓国に長期滞在する日本人は、

自身が置かれている環境および現地人との接触がイメージ構造に影響することが分か

った。 

（４）オンライン授業及びオンライン研修を通しての異文化理解 

オンライン韓国語研修に参加した日本人学生は韓国について、美容や外見に関わるイ

メージと食べ物に関わるイメージは主にテレビや YouTube などの動画コンテンツ、

Instagram や Twitter などの SNS、韓国の学生との話や交流から生まれていた。韓国の

学生との話や交流により生まれたイメージは、ほとんどがプラスのイメージで捉えられ

ており、オンラインによる韓国人学生との交流が大きな役割を果たしていることが明ら

かになった。日本人大学生はオンラインでの韓国語研修において、「交流が楽しい」「不

安（緊張）」「韓国語は難しい」という３つのイメージが共通して挙げられた。 



（５）COVID-19 感染拡大下における異文化理解 

COVID-19 感染拡大下における異文化理解では、韓国留学中の日本人学生は COVID-19

流行という環境下でも韓国に身を置くことで、日本では得難い経験や学びができたと考

えており、オンライン授業については、対面授業に比べて集中力の低下など不便な点が

挙げられた。 

以上、本研究では外国人と日本人を対象に異文化相互理解について PAC 分析を用いて

質的に検討した。外国人の異文化理解においては、次の点は特徴的な点として挙げられ

る。日本人学生は外国人との交流に消極的だが、外国人に親切で困った時には助けてく

れるという複雑な日本人像を有しており、来日前に抱いていた自然災害、異なる環境へ

適応の問題、言葉や文化の違いによる不安などが来日後に解消される様子が窺えた。ま

た、異文化理解においては、先行研究と共通するものが見られる一方で、先行研究の枠

組みではカバーしきれない個別の問題を可視化できることが示された。さらに、サブカ

ルチャーの中でも特に漫画やアニメが日本語学習や日本留学の動機になっていること

が示唆された。アルバイトからみた異文化理解では、日本人に見た目で判断され好奇の

目で見られることへの嫌悪感を抱いている態度構造が見られた。COVID-19 感染拡大下

の来日前の交換留学生は、メディアや授業などからの情報、現地での日本人との限られ

た交流が対日観を形成する主な要因であると考えられ、来日後に日本で学習・研究と日

常生活を送った留学生とは対照的であった。 

日本人の異文化理解においては次の点は特徴的な点として挙げられる。海外留学観か

らは留学生活が長くなるにつれて現地の生活に慣れて日本と現地の違いを意識しなく

なり、留学により留学生自身の視野の拡大や思考の深化が見られ、より客観的な自己分

析ができるようになることが示唆された。日本人交換留学生の韓国観では「軍隊」「兵

役」等の日本にはない制度に対するイメージが共通したイメージとして見られ、留学中

の体験を通してそれらのイメージが強化される様子が見られた。また、韓国に長期滞在

する日本人は、自身が置かれている環境および現地人との接触がイメージ構造に影響す

ることが示唆された。また、オンラインによる韓国人学生との交流が大きな役割を果た

していることや COVID-19 流行という環境下でも韓国に身を置くことで、日本では得難

い経験や学びができたと考えている様子が窺えた。 

以上のように、本研究では外国人と日本人双方の異文化理解について質的に多角的に

捉え、異文化相互理解の一端を解明することができたと考える。本研究によって得られ

た外国人及び日本人双方の異文化理解に関する知見は、「個人」「学校」「地域」におけ

る異文化コミュニケーション・トレーニング実践のための基礎資料として活用できると

考える。 
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